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３）Henning, C. R.,２００６, p.１３１を参照。





























































































































































































































































































































































１９９９年 ２０００年 ２００１年 ２００２年 ２００３年 ２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年
１５ユーロ圏 －１．４ ０ －１．８ －２．５ －３．１ －２．９ －２．５ －１．３ －０．６
ベルギー －０．５ ０．１ ０．６ ０ ０ ０ －２．３ ０．３ －０．２
ドイツ －１．５ １．３ －２．８ －３．７ －４ －３．８ －３．４ －１．６ ０
アイルランド ２．７ ４．７ ０．９ －０．４ ０．４ １．４ １．６ ３ ０．３
ギリシア ： ： ： －４．７ －５．６ －７．４ －５．１ －２．６ －２．８
スペイン －１．４ －１ －０．６ －０．５ －０．２ －０．３ １ １．８ ２．２
フランス －１．８ －１．５ －１．５ －３．１ －４．１ －３．６ －２．９ －２．４ －２．７
イタリア －１．７ －０．８ －３．１ －２．９ －３．５ －３．５ －４．２ －３．４ －１．９
キプロス －４．３ －２．３ －２．２ －４．４ －６．５ －４．１ －２．４ －１．２ ３．３
ルクセンブルグ ３．４ ６ ６．１ ２．１ ０．５ －１．２ －０．１ １．３ ２．９
マルタ －７．７ －６．２ －６．４ －５．５ －９．９ －４．６ －３ －２．６ －１．８
オランダ ０．４ ２ －０．２ －２．１ －３．１ －１．７ －０．３ ０．５ ０．４
オーストリア －２．２ －１．７ ０ －０．６ －１．４ －３．７ －１．５ －１．５ －０．５
ポルトガル －２．８ －２．９ －４．３ －２．９ －２．９ －３．４ －６．１ －３．９ －２．６
スロベニア －３．１ －３．８ －４ －２．５ －２．７ －２．３ －１．５ －１．２ －０．１
フィンランド １．６ ６．９ ５ ４．１ ２．６ ２．４ ２．９ ４．１ ５．３
表２ ユーロ参加国の財政収支 （対 GDPフロー，％）
（出所）Eurostat.
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